
『
日
本
語
学
論
集
』
第
一

O
号

二
O
一
四
年
三
月

三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』

は
じ
め
に

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
(
以
下
、
字
類
抄
)
の
内
部
は
イ

i
ス
の

篇
毎
に
二
一
部
に
意
義
分
類
さ
れ
て
お
り
、
各
篇
末
尾
(
部
立
の
二

O
、
二
一
番
目
)
に
は
「
姓
氏
部
」
「
名
宇
部
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
姓
氏
部
」
に
は
「
源
」
「
石
川
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
氏
」
や
「
苗

字
」
が
、
「
名
宇
部
」
に
は
「
家
」
「
明
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
名
乗

字
/
実
名
字
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
の
人
名
の
読
み
方

を
特
定
す
る
一
助
と
さ
れ
て
き
た
。
姓
氏
は
、
多
く
氏
姓
制
度
や
家

系
の
研
究
に
伴
っ
て
日
本
史
学
の
分
野
で
も
盛
ん
に
研
究
が
行
わ
れ

て
き
た
も
の
の
、
名
前
(
名
字
)
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
関
心
が
薄

く
、
国
語
学
・
国
文
学
の
分
野
で
も
、
平
安
時
代
に
お
け
る
名
字
全

般
の
性
質
に
つ
い
て
、
殆
ど
研
究
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

従
来
の
字
類
抄
研
究
に
お
い
て
も
「
辞
宇
部
」

「
畳
宇
部
」
な
ど
が
主 名

宇
部
の
研
究

藤

本

:kT 

に
扱
わ
れ
て
お
り
、
当
部
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
が
、
無
論
、
特
定
の
部
や
一
部
の
語
の
性
質
の
み
に
よ
っ
て
辞

書
の
性
格
を
決
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
筆
者
は
字
類
抄
の
全
体

像
を
捉
え
る
た
め
に
は
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
部
に
つ
い
て
の
調

査
も
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
は
特
に
漢
字
と
訓
と
の
結
び

付
き
が
特
殊
な
「
名
宇
部
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

更
に
、
字
類
抄
が
古
辞
書
の
う
ち
「
姓
氏
部
」
「
名
宇
部
」
を
部
立
と

し
て
採
用
し
た
初
期
の
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
[
注
二
、
当
部
の
内

容
や
存
在
意
義
に
つ
い
今
回
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
し
て
次
の
二
点

を
挙
げ
、
検
証
を
試
み
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
へ
の
足
が
か
り
と
し

た
い
。

一
、
本
書
「
名
宇
部
」
に
収
録
さ
れ
た
「
名
乗
字
」
の
性
質
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

一
、
仮
名
引
き
に
よ
っ
て
字
を
求
め
る
体
裁
の
本
書
に
お
い
て
、
「
名

乗
字
」
一
宇
を
仮
名
か
ら
求
め
る
需
要
・
意
義
は
何
処
に
あ
っ
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た
の
か
。

「
名
宇
」
(
名
乗
字
/
実
名
字
)
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
氏
・
姓
や
百
字
の
研
究
は
様
々
な
レ
ベ
ル

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
中
古
・
中
世
の
名
乗
字
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
、
「
院
政
期

i
鎌
倉
中
期
噴

の
貴
族
の
実
名
の
用
字
と
訓
」
と
い
う
筆
者
の
関
心
に
沿
う
研
究
と

し
て
、
特
に
次
の
も
の
を
参
考
と
し
た
。

-
栗
田
寛
「
古
人
名
称
考
」
(
『
栗
里
先
生
雑
著
』

/
5
2
)

A
V
森
貞
二
郎
「
日
本
人
名
考
」
(
「
民
族
と
歴
史
」

5
1
4
・
5
/
Z
N
-
)

。
武
藤
元
信
「
命
名
考
」
(
『
武
藤
元
信
論
文
集
』

/
E
N匂
)

av
岡
井
慎
五
口
『
日
本
漢
字
学
史
』
(
明
治
書
院
/
呂
ω品

)
O
「
漢
様
の
命

名
-
太
田
亮
『
姓
氏
と
家
系
』
(
創
元
社

/
z
t
)
O第
五
章
「
名
の
沿
革
」

・
吉
田
澄
夫
「
む
ず
か
し
い
人
名
の
正
し
い
読
み
方
」
(
「
国
文
学
解
釈

と
鑑
賞
」
6
/
S
m
N
)

-
渡
辺
三
男
『
日
本
の
人
名
』
(
毎
日
新
聞
社
/

Z
ミ
)

A
V
豊
田
武
『
苗
字
の
歴
史
』
(
中
央
公
論
社
/
呂
コ
)

-
飯
沼
賢
司
「
人
名
小
考
l

中
世
の
身
分
・
イ
エ
・
社
会
を
め
ぐ
っ
て

ー
」
(
竹
内
理
三
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
下
巻
『
荘
園
制
と
中
世
社
会
』

/
H
C∞
串
)

-
加
藤
晃
「
日
本
の
姓
氏
」
(
日
本
古
代
史
講
座
叩
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
社
会
と
習
俗
』
/
学
生
社
/
日
∞
∞
品
)

-
豊
田
国
夫
『
名
前
の
禁
忌
習
俗
』
(
講
談
社
/
巴
∞
∞
)

-
奥
富
敬
之
『
日
本
人
の
名
前
の
歴
史
』
(
新
人
物
往
来
社
/
E
C
C
)

A
V
高
本
候
治
「
名
前
の
読
み
方
今
昔
物
語
|
「
名
乗
り
」
に
つ
い
て
」
(
「
月

刊
し
に
か
」
凶
ー
7
/
N
0
0
ω
)

-
『
漢
字
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』
(
朝
倉
書
庖
/
N
C
S
)
O
「
名
乗
字
」

(
佐
藤
貴
裕
)

こ
の
他
、
江
戸
時
代
に
は
名
字
に
関
す
る
諸
書
[
注
二
]
が
あ
り
、

ま
た
『
古
事
類
苑
』
第
四
七
・
姓
名
部
八

1
十
に
は
「
名
上
」
「
名
中
」

「
名
下
」
と
し
て
、
「
名
読
方
」
「
命
名
」
等
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
名
字
研
究
の
中
で
最
も
大
部
の
書
と
言
え
る
。

現
代
の
文
献
で
は
特
に
、
築
島
裕
編
『
訓
点
語
葉
集
成
』
に
「
人

名
」
や
「
名
乗
字
」
と
注
さ
れ
る
玉
六
一
項
目
を
参
考
と
し
た
。
多

く
は
『
日
本
書
紀
』
諸
本
の
用
例
で
あ
る
が
、
『
法
華
経
単
字
』
[
注

一
ニ
]
『
将
門
記
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
『
世
俗
諺
文
』
等
の
例
も
採
ら

れ
て
い
る
。

字
類
抄
以
降
、
名
乗
字
を
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
採
録
し
た
古
辞
書

に
は
『
拾
芥
抄
(
人
名
録
)
』
『
二
中
歴
(
名
字
歴
)
』
『
頓
要
集
(
第

六
十
七
俗
名
部
)
』
『
新
撰
類
来
往
来
(
名
乗
)
』
ま
た
「
節
用
集
」
類

が
挙
げ
ら
れ
、
名
字
専
用
辞
書
と
し
て
は
室
町
時
代
に
『
実
名
字
』
、

江
戸
時
代
に
『
名
字
指
南
』
『
名
乗
字
引
』
等
も
現
れ
た
。
な
お
、
字
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類
抄
系
の
祖
本
と
さ
れ
る
『
節
用
文
字
』
に
は
「
姓
氏
」
「
名
字
」
の

両
部
は
な
く
、
『
色
葉
字
類
抄
』
の
編
纂
に
至
っ
て
加
え
ら
れ
た
部
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

「
名
字
」

の
語

γ

に
つ
い
て

字
類
抄
の
部
立
に
採
用
さ
れ
て
い
る
「
名
字
」
で
あ
る
が
、
本
項

で
は
字
類
抄
内
に
示
さ
れ
た
音
に
倣
い
、
「
み
ょ
う
じ
」
と
読
む
こ
と

と
す
る
。
「
姓
氏
」
も
「
し
よ
う
じ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

参
考
A
V
名
〈
ナ
ツ
ク
/
又
ナ
〉
(
ナ
人
事
・
中
日
オ
)

A'偲
名
〈
同
(
詐
偽
分
)
〉
(
ケ
畳
字
・
中
叩
オ
)

A
V
名
字
〈
ミ
ヤ
ウ
シ
〉
(
ミ
畳
字
・
下
回
オ
)

A
V
姓
〈
シ
ヤ
ウ
/
息
正
反
!
氏
〉
(
シ
人
倫
・
下
日
オ
)

中
世
日
本
の
人
名
は
、
苗
字
・
職
名
・
氏
・
姓
・
実
名
・
仮
名
な

ど
の
多
様
な
要
素
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
ま
た
名
字
と
苗
字
、
(
実
)

名
字
と
名
乗
字
な
ど
包
含
関
係
に
あ
る
呼
称
の
存
在
か
ら
も
定
義
が

複
雑
で
あ
る
が
、
本
項
に
お
い
て
「
名
字
」
と
呼
ぶ
の
は
全
て
、
一

般
的
に
貴
族
男
性
が
元
服
時
に
与
え
ら
れ
る
実
名
(
本
名
)
に
使
用

さ
れ
る
字
の
う
ち
の
一
宇
を
指
す
。
例
え
ば
、
「
畠
山
荘
司
平
次
郎
重

忠
」
で
あ
れ
ば
、
「
重
忠
」
を
実
名
、
「
重
」
「
忠
」
を
「
名
字
」
と
称

す
る
。
「
名
字
」
の
語
の
用
例
は
加
藤
(
巴
∞
品
)
や
奥
富
(
呂
志
)
に

「
幼
名
」

詳
し
い
。
例
え
ば
『
吾
妻
鏡
』
中
の
「
名
字
」
は
「
実
名
」

「
輩
行
十
実
名
」
「
姓
十
実
名
」
「
通
称
(
十
実
名
)
」
「
官
職

名
)
」
な
ど
の
幅
広
い
用
法
を
持
っ
て
お
り
、
し
か
も
必
ず
し
も
人
名

を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
無
論
、

字
類
抄
中
の
「
名
宇
部
」
が
、
実
名
字
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
は
疑

し
な
し
。

(
+
実

四

本
書
「
名
宇
部
」
に
収
録
さ
れ
た
語
葉

以
下
に
、
本
書
「
名
宇
部
」
語
葉
を
掲
出
順
に
掲
げ
る
。

【
名
字
一
覧
】
イ
へ
(
家
宅
)
、
イ
ヤ
(
弥
頭
)
、
イ
マ
(
今
未
)
、
ハ

ル
(
春
治
玄
)
、
ハ
レ
(
晴
審
)
、
ト
モ
(
友
公
奉
倫
偏
共
知
類
丈
倶

借
輿
兼
僚
具
伴
朝
朋
寛
那
比
等
誠
)
、
ト
シ
(
俊
利
敏
載
年
歳
稔
逸
聡

明
知
鏡
照
詮
信
章
季
暁
)
、
ト
キ
(
時
説
節
候
秋
辰
言
朝
昔
宗
園
)
、

ト
ヲ
(
遠
還
遼
通
寛
玄
)
、
ト
ク
(
得
徳
)
、
ト
ヨ
(
豊
仁
農
)
、
ト
ミ

(
富
)
、
チ
カ
(
近
迩
親
愛
隣
周
允
幾
庶
懐
用
身
朗
子
賞
見
絹
慎
元
)
、

チ
(
千
)
、
ヲ
(
男
雄
緒
縄
清
尾
巨
水
)
、
ヲ
カ
(
岡
岳
)
、
カ
タ
(
方

賢
象
堅
固
良
形
)
、
カ
ス
(
員
数
雫
和
量
)
、
カ
ケ
(
景
影
陰
蔭
暑
)
、

カ
ネ
/
カ
ヌ
(
兼
包
懐
萄
該
)
、
カ
(
香
芳
馨
)
、
カ
ツ
(
勝
重
遂
)
、

カ
ト
(
門
廉
)
、
カ
セ
(
風
吹
)
、
カ
ヒ
(
頴
柄
)
、
カ
ネ
/
カ
ナ
(
金

織
)
、
ヨ
シ
(
吉
良
好
義
慶
善
能
淑
諮
令
嘉
柴
理
綬
微
美
愛
佳
亦
至
資
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休
若
由
徳
頼
承
燕
宜
克
)
、
ヨ
リ
(
頼
依
資
侍
自
方
賢
日
(
屯
(
冠
)
+

子
)
穀
命
麗
可
時
備
敬
形
曲
利
寄
之
因
接
適
何
)
、
タ
¥
(
忠
直
政
公

膏
渡
正
格
理
砂
位
薫
手
箆
唯
資
身
子
但
只
札
匡
江
兄
帝
念
賢
弾
孫
産

縄
)
、
タ
カ
(
高
隆
教
孝
卓
暴
貴
高
標
楚
捗
尊
辛
牢
再
生
懐
山
麿
苧
阜
市
)
、

タ
フ
(
任
堪
能
妙
)
、
タ
へ
(
妙
綿
)
、
タ
メ
(
為
)
、
タ
ネ
(
種
胤
殖
)
、

タ
ケ
(
武
健
)
、
ツ
ラ
(
連
貫
列
綿
陳
属
宜
)
、
ツ
ネ
(
経
常
恒
庸
毎

鎮
方
懐
昔
縄
)
、
ツ
キ
(
次
継
嗣
続
序
)
、
ツ
ナ
(
組
)
、
ツ
カ
(
家
墓
)
、

ネ
(
根
福
)
、
ナ
リ
(
成
業
生
酒
帯
為
登
作
平
位
救
均
就
得
尚
有
忠
周

也
)
、
ナ
カ
(
長
永
惰
候
良
度
)
、
ナ
カ
(
中
仲
柴
)
、
ナ
ヲ
(
直
尚
猶

仇
情
如
君
)
、
ナ
ミ
(
並
比
波
浪
濡
秘
南
)
、
ナ
(
名
書
稿
命
)
、
ナ
ツ

(
夏
)
、
ム
ネ
(
宗
致
縁
棟
寓
替
順
旨
至
)
、
ム
ラ
(
村
屯
)
、
ウ
ヤ
マ

フ
(
敬
恭
礼
)
、
ノ
リ
(
則
義
儀
憲
範
章
孝
教
乗
徳
法
矩
規
典
度
刑
慶

猷
経
紀
式
縄
令
斯
明
書
述
朝
雅
仙
言
代
記
永
化
政
象
塾
肖
似
載
尋
朝

苧
至
知
)
、
ノ
フ
(
延
信
述
順
陳
辞
書
所
別
修
序
叙
暢
正
一
房
総
命
言
政

誠
櫨
薫
振
内
遥
惟
将
展
)
、
オ
キ
(
興
息
居
)
、
オ
ム
(
臣
)
、
ク
ニ
(
園

邦
州
)
、
ヤ
ス
(
安
保
康
泰
憧
懐
寧
息
休
停
緩
逸
穏
靴
易
縁
)
、
ヤ
マ

(
山
)
、
マ
サ
(
正
昌
政
理
允
方
嘗
雅
匡
ヰ
ア
将
縄
順
膏
蔵
幹
緯
暢
賢
蔚

審
元
客
)
、
マ
ス
(
益
増
)
、
マ
ツ
(
松
)
、
マ
(
真
)
、
フ
サ
(
房
総

林
滋
番
重
成
芝
維
)
、
フ
ム
(
文
投
書
)
、
フ
チ
(
藤
)
、
フ
ユ
(
冬
)
、

フ
(
生
)
、
フ
チ
(
測
)
、
コ
レ
(
是
惟
維
斯
伊
之
時
此
官
自
比
繋
)
、

エ
タ
(
枝
軒
族
候
)
、
エ
(
江
柄
兄
柄
)
、
テ
ル
(
光
照
)
、
ア
キ
ラ
(
明

昭
章
信
朗
詮
在
顕
著
郷
光
耀
高
行
)
、
ア
キ
(
秋
明
在
章
顕
著
)
、
ア

リ
(
有
在
茂
満
光
順
照
)
、
ア
フ
(
合
相
曾
遇
)
、
ア
ツ
(
厚
篤
敦
淳
)
、

(
肖
似
て
ア
サ
(
朝
)
、
サ
ネ
(
真
一
信
貫
誠
良
字
核
椀
)
、
サ
タ

(
定
貞
完
憾
)
、
サ
ト
(
里
郷
隣
束
識
)
、
キ
(
木
材
興
域
樹
黄
紀
息

置
起
来
杖
減
酢
甲
規
)
、
キ
ヨ
(
清
浄
潔
補
聖
)
、
キ
ミ
(
公
林
君
)
、

ユ
キ
(
行
之
如
将
由
随
子
往
致
以
通
適
箭
起
至
征
為
役
)
、
ミ
チ
(
道

通
康
方
達
至
途
路
陸
佳
盈
充
満
)
、
ミ
ツ
(
光
満
充
賓
盈
三
者
並
明
)
、

ミ
ツ
(
水
)
、
ミ
(
三
貫
謄
省
相
視
覧
観
子
撃
鏡
身
明
見
親
皆
現
臣
)
、

シ
ケ
(
重
成
滋
繁
蕃
茂
枝
為
以
兄
)
、
ヒ
ラ
(
平
衡
位
救
均
成
牧
行
)
、

ヒ
ロ
(
弘
直
属
博
細
川
泰
尋
寛
)
、
ヒ
サ
(
久
尚
)
、
ヒ
ト
(
人
仁
者
)
、
ヒ

テ
(
秀
英
)
、
ヒ
コ
(
彦
孫
光
)
、
モ
チ
(
茂
用
以
持
望
荷
住
蔚
宥
将

式
後
申
殖
)
、
モ
ト
(
元
本
職
基
資
幹
蕎
意
肇
株
)
、
モ
ロ
(
師
諸
庶

認
度
衆
)
、
モ
リ
(
守
盛
護
衛
積
)
、

ス
ケ
(
助
資
輔
惇
相
祐
亮
佐
副
扶

弼
耽
翼
介
為
棟
良
)
、
ス
カ
(
菅
)
、

ス
ミ
(
澄
角
紀
慮
住
栖
維
棲
)
、

(
末
季
)

ア
ユ名巻表

字本 I
部色〕

に葉
掲字

載類
さ抄
れ・

た
字
数

イi 6 ワ ーヰ! ーサ 16 
ロi ーカ 36 ノ: 74 キ 24 
/'， i 5 ヨ 54 オi 4ユ 18 
・一::.: ータ 65 ク 3メ
ホl ーレ ーヤ 17 ミ 41 

へi ーソ て才 27 、/ 10 
トi64 ツ 25 ケ 一こと

チ i 20 ネ， 2フ 16 ヒ 25 
リi ーナ; 47 ごZ 12モ 35 
ヌi 一フー ーコ二 8セ

ノレ| ーム i 11 ア 2ス 28 

ヲi 10 t7 i 3 ア: 38 主士 74里

ス
ヱ三

巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
名
宇

部
に
収
録
さ
れ
た
字
数
は
、
右
に

挙
げ
た
延
べ
七
四
六
字
で
あ
り
、

そ
の
篇
別
(
イ

1
ス
)
内
訳
は
〔
表

I
〕
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

異
な
り
字
数
は
五

O
九
字
、
異
な
り
訓
数
(
〔
表
H
乙

で
あ
る
。

は
一

O
五
語
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同
言I[

宛
該

て組
当

ち数
自I[

れ

た
字

数

トミ、デ、タメ、ツナ、ナツ、

11 16 
オム、ヤマ、マツ、アマ、フデ、
フユ、 フ、 フヂ、 サ、 ミヅ、
ヌカ
イヘ、イヤ、イマ、ハレ、 ト
ク、ヲ力、カト、カセ、カヒ、

21 21 カネ/カナ、タヘ、タケ、ツ
カ、ネ、ムラ、マヌ、デル、ア
ユ、ヒサ、ヒデ、ヌヱ
ハル、 トヨ、カ、カツ、タネ、

31 13 ナカ、ウヤマフ、オキ、ク三、
フム、キミ、ヒト、ピコ

4 
7タフ、ナ、エ夕、エ、アフ、ア
ツ、サタ

5 
7カヌ、カケ、カネ/カヌ、ツ
キ、サト、キヨ、モリ

日 4トヲ、ナガ、アキ、モロ

7 
7カ夕、ツラ、ナヲ、ナミ、ア

リ、サネ、ピロ

B 3ヲ、ヒラ、ヌミ

B 3ムネ、フサ、 ミツ

10 3ッネ、シケ、モト

11 iトキ
12 iコレ
13 lミデ

14 2アキラ、毛デ

16 2ヤヌ、キ
17 lスケ

18 3トシ、ユキ、 ミ

19 2デカ、ナリ

22 iタカ

23 2トモ、マサ
24 iヨ1)

28 lノフ
30 iヨシ
31 1夕、

46 iノリ

※
異
な
り
字
数
に
つ
い
て

計
一
通
り
の
読
み
を
持
つ
字
・
:
一
二
五

O
字
(
延
べ
三
五

O
字
)

*
家
〈
イ
へ
〉
な
ど

一
O
八
字
(
延
べ
一
一
一
六
宇
)

*
玄
〈
ハ
ル
・
ト
ヲ
〉
な
ど

三
二
字
(
延
べ
九
六
字
)

*
公
〈
ト
モ
・
タ
¥
・
キ
ミ
〉
な
ど

計
二
通
り
の
読
み
を
持
つ
字

計
三
通
り
の
読
み
を
持
つ
字
:
・

計
四
通
り
の
読
み
を
持
つ
字
・

一
宇
(
延
べ
四
四
字
)

*
朝
〈
ト
モ
・
ト
キ
・
ノ
リ
・
ア
サ
〉
な
ど

計
五
通
り
の
読
み
を
持
つ
字
・

八
字
(
延
べ
四

O
字
)

*
明
〈
ト
シ
・
ノ
リ
・
ア
キ
・
ア
キ
ラ
・
ミ
ツ
〉
な
ど

〔表

E
〕
異
な
り
訓
数

*
該
当
訓
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
ロ
ハ
順
(
掲
出
順
)
に
挙
げ
た
。
ま
た

「
フ
チ
」
と
「
フ
ヂ
」
、
「
ミ
ツ
」
と
「
ミ
ヅ
」
な
ど
、
区
別
が

必
要
な
場
合
の
み
濁
点
を
付
し
た
。

こ
れ
ら
の
名
字
七
四
六
字
に
つ
い
て
、
改
め
て
以
下
の
外
面
的
特

徴
を
指
摘
し
た
い
。

a
v
「
徳
〈
ト
ク
〉
」
「
紀
〈
キ
ご
等
、
音
読
み
の
語
が
若
干
混
在
す
る

が
、
添
え
ら
れ
た
訓
の
大
部
分
は
訓
読
み
に
よ
る
。

-
全
て
の
字
に
つ
い
て
、
声
点
を
伴
わ
な
い

0

・
こ
れ
ら
は
「
訓
読
み
を
前
提
に
し
た
二
字
名
(
嘉
字
二
字
)
の
構

成
字
」
で
あ
り
、
一
宇
名
、
ま
た
法
名
ゃ
い
わ
ゆ
る
有
職
読
み
等

音
読
み
に
よ
る
呼
称
を
想
定
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
二
字
名
構

成
字
の
例
外
と
も
言
え
る
「
ウ
ヤ
マ
フ
」
の
訓
も
「
ウ
ヤ
」
の
誤

り
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
時
は
二
字
四
音
節

の
実
名
、
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
が
、
一
宇
一
音
節
の
も
の
に

「
チ
」
「
マ
」
「
フ
」
「
ネ
」
「
カ
」
「
ナ
」
「
エ
」
「
ヲ
」
「
キ
」
「
ミ
」
、

三
音
節
字
に
「
ア
キ
ラ
」
を
収
録
す
る
。

-
こ
れ
ら
は
男
性
名
の
構
成
字
で
あ

る
。
女
性
名
に
多
く
見
ら
れ
る
「
子
」

も
ご
と
と
し
て
は
採
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
藤
原
氏
の
息
女
な
ど
平
安
時

代
の
女
性
名
に
見
ら
れ
る
女
篇
の
宇

(
城
・
挑
な
ど
)
も
含
ま
な
い
。
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玉

「
名
宇
部
」
所
収
語
の
掲
出
順
位
・
同
訓
字
の
排
列
規
則

「
名
宇
部
」
の
各
篇
内
で
の
排
列
は
、
概
ね
同
訓
字
の
多
い
順
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
規
則
は
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
は
字
類
抄
増
補
の
過
程
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
今
は
問
題
と
し
な
い
。
同
訓
宇
内
の
排
列
に
つ
い
て
も
明
ら

か
で
は
な
く
、
「
引
用
し
た
文
献
の
排
列
の
踏
襲
」
「
字
類
抄
中
の
他

部
の
排
列
か
ら
の
影
響
」
「
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
も
の
や
字
と
訓
の
結

び
付
き
の
強
い
も
の
を
先
に
、
稀
な
も
の
を
後
に
」
等
の

れ
両
立
し
得
る
)
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

て
次
に
い
く
つ
か
の
検
証
を
試
み
た
い
。

(
そ
れ
ぞ

こ
の
予
測
を
踏
ま
え

-Aロ占山

ま
ず
、
名
宇
部
の
掲
出
字
に
付
さ
れ
た
「
朱
の
合
点
」
の
存
在
に

注
目
し
た
い
。
黒
川
本
で
は
合
点
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
名
宇
部

に
限
つ
て
は
前
田
本
で
も
ト
篇
の
「
ト
モ
」
を
表
す
漢
字
の
一
部
に

付
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
イ
篇
と
ハ
篇
の
名
宇
部
に
は
少
数
の
字
し

か
掲
載
し
て
い
な
い
こ
と
、
「
ト
モ
」
が
ト
篇
名
宇
部
冒
頭
の
項
目
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
『
色
葉
字
類
抄
』
名
宇
部
中
で
同
訓
異
字
の

多
い
最
初
の
項
目
の
み
に
試
み
に
合
点
を
付
し
た
も
の
と
も
理
解
出

来
る
だ
ろ
う
。

「
ト
モ
」
の
項
に
は
次
の
二
三
字
を
載
せ
て
い
る

宇
に
傍
線
を
付
し
て
示
し
た
)
。

(
合
点
の
あ
る

刻
、
州
、
樹
、
制
、
偏
、
刻
、
矧
、
類
、
丈
、
倶
、
借
、

輿
、
兼
、
僚
、
具
、
伴
、
朝
、
朋
、
寛
、
那
、
比
、
等
、

誠

色
葉
字
類
抄
の
合
点
に
つ
い
て
峰
岸
明
氏
[
注
四
]
は
「
当
該
和

訓
に
と
っ
て
そ
の
漢
字
が
「
要
文
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
取
り

も
直
さ
ず
、
そ
の
漢
字
に
と
っ
て
も
当
該
和
訓
は
重
要
な
和
訓
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
和
訓
は
、
言
わ
ば
、
定
訓
に
準
ぜ

ら
れ
る
も
の
か
と
思
う
」
と
さ
れ
、
辞
宇
部
の
掲
出
漢
字
の
順
位
に

関
し
て
も
「
古
記
録
に
お
い
て
最
も
使
用
度
の
高
い
漢
字
が
『
三
巻

本
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
お
け
る
各
語
の
掲
出
漢
字
中
、
上
位
、

し
か
も
一
、
二
位
の
も
の
に
該
当
す
る
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
船
城
俊

太
郎
氏
[
注
五
]
は
、
「
合
点
の
し
め
す
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
、
修

辞
性
の
つ
よ
い
、
お
お
く
の
漢
字
を
つ
か
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
、

か
な
ら
ず
し
も
実
用
と
は
い
え
ぬ
漢
文
の
用
字
に
該
当
す
る
と
か
ん

が
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」
、
「
漢
字
が
お
お
く
あ
つ
め
ら
れ
た
ば

あ
い
、
ど
の
字
を
も
ち
い
た
ら
よ
い
か
、
初
学
者
に
は
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
(
中
略
)
つ
い
に
、
合
点
を
つ
け
る
と
い
う
方
法
で
、

も
ち
い
る
べ
き
字
を
し
め
さ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
と
か
ん

が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
等
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
先
学
の

御
指
摘
は
も
と
よ
り
名
宇
部
を
対
象
と
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
理

解
を
本
部
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
合
点
が
「
よ
り

適
切
な
漢
字
」
を
示
す
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
既
存
の
人
名
の
表
記

に
際
し
て
、
そ
の
存
在
が
利
用
者
の
助
け
に
な
る
と
は
考
え
難
い
。
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し
か
し
一
方
で
、
合
点
が
右
の
知
く
上
位
字
の
み
に
(
し
か
も
「
偏
」

字
を
除
い
て
)
付
さ
れ
て
い
る
状
況
を
見
れ
ば
、
こ
の
合
点
と
排
列

と
に
何
ら
か
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
、
そ
の
役
割
を
名
宇
部

の
他
の
篇
や
語
に
敷
桁
出
来
る
と
考
え
る
こ
と
も
、
強
ち
見
当
外
れ

と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
引
き
続
き
「
ト

モ
」
の
項
目
を
中
心
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
合
点
の
役
割
や
排
列
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

-
他
部
排
列
と
の
関
連

『
色
葉
字
類
抄
』
の
う
ち
、
漢
字
二
子
に
対
応
す
る
和
訓
を
載
せ

る
部
は
、
他
に
「
人
事
部
」
「
辞
宇
部
」
が
あ
り
、
特
に
「
辞
宇
部
」

と
「
名
字
部
」
掲
出
字
と
の
関
係
は
自
ず
か
ら
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
辞
宇
部
の
う
ち
、
同
訓
の
「
ト
モ
」
、
ま
た
「
ト
モ
」
に
通
じ

る
「
ト
モ
カ
ラ
又
ト
モ
ナ
フ
」
の
項
目
に
連
な
る
字
を
次
に
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
名
宇
部
の
字
と
比
較
す
る
(
右
傍
線
リ
合
点
、
左
傍
線
H

共
通
字
)
。

図
〈
ト
モ
〉

友
公
奉
倫
偏
共
知
類
丈
倶
借
輿
兼
僚
具
伴
朝
朋
寛

那
比
等
誠

愉
惜
怯
快
慎
陶
同
僚
接
聞
述
除
悔
慣
隙
備
俸
幹
連

尋
具

友
公
奉
倫
偏
共
知
類
丈
倶
借
輿
兼
僚
具
伴
朝
朋
寛

那
比
等
誠

園
〈
ト
モ
カ
ラ
〉
枠
附
儲
具
日

国
〈
ト
モ
〉

園
〈
ト
モ
〉

(
替
の
日
が
向
)
借
友
共
輿
知
朝
兼

接
開
通
部
落
事
除
侭
保
健
仇
傍
憤
慨
備
侶
傾
俸
輩

幹
醇
連
徒
億
五
偶
降
鴎
薫
禍
H

(

嬬
の
矢
が
木
)

部
由
自
伍
比
惇
群
保
流

更
に
「
ト
モ
」
字
に
つ
い
て
、
三
巻
本
字
類
抄
内
で
の
掲
出
状
況

は
〔
表
皿

1
1〕
の
通
り
で
あ
る
が
(
分
母
H
当
該
項
目
の
全
語
数
、

分
子
H
当
該
字
の
掲
出
順
位
。
字
類
抄
の
全
て
の
部
を
対
象
に
し
た

調
査
で
あ
る
)
、
こ
の
結
果
か
ら
、
次
の
仮
説
を
立
て
た
。

①
排
列
に
関
し
て
、
辞
宇
部
同
士
で
は
「
借
友
・
:
」
以
下
に
共
通
す
る
部

分
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
名
宇
都
と
の
関
連
は
希
薄
で

あ
っ
た
。
名
宇
部
編
纂
に
あ
た
り
辞
宇
部
収
録
字
が
参
考
に
さ
れ
た

可
能
性
は
あ
る
が
、
排
列
は
、
名
字
と
し
て
相
応
し
い
順
に
再
配
置
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

②
合
点
の
付
さ
れ
た
字
(
す
な
わ
ち
上
位
字
)
は
い
ず
れ
も
辞
宇
都
に
同

訓
で
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
漢
字
と
訓
の
結
び

付
き
の
強
い
語
と
考
え
ら
れ
る
。

③
名
宇
都
の
上
位
字
で
あ
り
な
が
ら
合
点
の
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「
偏
」
は
、
辞
宇
都
の
中
に
は
(
ま
た
辞
字
部
以
外
の
調
査
か
ら
も
)
「
ト

モ
」
と
呼
ぶ
べ
き
蓋
然
性
が
見
出
せ
な
か
っ
た
。
「
丈
」
「
那
」
「
誠
」
に
つ

い
て
も
、
〈
ト
モ
〉
に
類
す
る
読
み
を
与
え
て
い
る
の
は
名
宇
部
の
み
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
[
注
六
]
、
字
類
抄
中
で
、
漢
字
と
訓
の
結
び
付
き

が
名
字
部
の
み
に
見
え
る
字
に
つ
い
て
は
、
名
字
特
有
字
と
認
識
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
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の
掲
出
状
況

(倫
H

人
倫
部
、
辞
リ
辞
宇
部
、
姓
H

姓
氏
部
)

〔
表
皿

1
1〕
〈
ト
モ
〉

トモ 名字 別訓の存在(名宇部内) 他部における同司iIの存在

友 × 辞上59ウ3/21、倫上55ウ5/7 会'-"占'" 

2 公 タ，4/31、キミ1/3 辞上59ウ12/21 会U 川占、、

3 奉 × 辞上59ウ17/21 会'-'川占、、

4 倫 × 辞上59ウ1/21、倫上55ウ2/7 合点
5 偏 × × 

6 卦二 × 辞上59ウ4/21 会凶川占、、

7 知 トシ11/18、ノ!J46/46 辞上59ウ6/21 合点

8 類 × (トモカフ)辞上61オ29/51
9 丈 × × 

10 × 辞上59ウ13/21
11 借 × 辞上59ウ2/21
12 輿 × 辞上59ウ5/21
13 兼 カネ/カヌ1/5 辞上59ウ8/21
14 僚 × 辞上59ウ15/21
15 具 × 辞上59ウ21/21
16 イ半 × 倫上55ウ7/7、姓上64ウ1/1
17 朝 トキ8/11、ノリ28/46、アサ1/1辞上59ウ7/21
18 朋 × 辞上59ウ10/21
19 寛 トヲ5/6、ヒロ7/7 辞上59ウ14/21
20 週日 × × 

21 比 ナミ2/7、コレ8/12 (トモカフ)辞上61オ47/51
22 等 × (トモカフ)辞上61オ39/51

ul_ 誠 ノフ20/2~、サ主紅Z × 

右
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
名
宇
部
の
他
の
全
て
の
語
に
つ

い
て
行
っ
た
同
様
の
調
査
結
果
の
一
部
を
(
表
面
|

2
〕
に
挙
げ
る
。

〔表

E

2

〕
〈
ト
シ
〉
〈
ト
キ
〉
の
掲
出
状
況

トシ 名字 別言)11の存在(名宇部内) 他部における同司11の存在

俊 x 辞上59オ8/36

2 手Ij ヨリ18/24 辞上59オ4/36

3 敏 X 辞上59オ7/36

4 載 ノリ41/46 天上54オ4/7

5 年× 天上54オ1/7

6 歳 X 天上54オ217
7 稔 x 天上54オ5/7

B 逸 ヤス12/16 X 

9 聡× 辞上59オ17/36

10 明 ノリ25/46、アキ2/6アキフ1/14 ミツ9/9 X 

11 長日 トモ7/23、ノリ46/46 × 

12 鏡 ミ11/18 × 

13 日目 テノレ2/2、アリ7/7 X 

14 詮 アキラ6/14 × 

15 {言 ノフ2/28 アキフ4/14サネ217 × 

16 章 ノリ6/46、アキ4/6、アキフ3/14 X 

17 呈ーナ云ー スヱ2/2 X 

18 暁 X X 

天
H

天
象
部
、
辞
H

辞
宇
部
)

トキ 名字 別訓の存在(名宇部内) 他部における同司I!の存在

時 ヨリ13/24 コレ7/12 天上54オ1/6

2 説× (トク)辞上59オ1/20

3 節× 天上54オ4/6

4 候× × 

5 秋 アキ116 天上54オ5/6

6 辰× 天上54オ3/6

7 百 ノリ31/46、ノフ18/28 (トク)辞上59オ11/20

8 朝 トモ17/23、ノリ28/46 アサ1/1 × 

9 昔 ツネ9/10 X 

10 '刀'"で， ムネ1/9 X 

11 園 クニ1/3 × 

{
結
果
】

①
仮
説
の
通
り
、
排
列
に
関
し
て
、
他
部
か
ら
影
響
を
受
け
た
様
子

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
引
用
書
の
踏
襲
と
い
う
可
能
性
を
除
外
す

れ
ば
、
名
字
部
の
排
列
は
名
字
と
し
て
適
当
な
順
序
に
改
め
ら
れ

た
、
あ
る
い
は
新
た
に
案
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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②
た
だ
し
上
位
字
は
、
辞
宇
部
等
他
部
に
同
訓
(
或
い
は
用
言
の
終

止
形
)
で
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
仮
説
の
通
り
、
一
般

的
に
漢
字
と
訓
の
結
び
付
き
の
強
い
語
と
考
え
ら
れ
る
。

③
字
類
抄
内
で
、
漢
字
と
訓
の
結
び
付
き
が
名
宇
部
の
み
に
見
え
る

字
を
名
字
特
有
字
と
す
れ
ば
、
②
の
通
り
、
名
字
特
有
字
は
排
列

の
下
位
に
位
置
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
無
論
、
名
宇
部
に
収
録
さ

れ
た
延
べ
七
四
六
字
の
う
ち
他
部
に
同
訓
を
持
た
な
い
延
べ
二
八

二
字
全
て
を
名
字
特
有
字
と
規
定
す
る
の
は
乱
暴
で
あ
る
。
こ
の

中
に
は
、
人
名
訓
以
外
で
現
在
ま
で
訓
と
し
て
通
行
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
傾
向
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ト
篇
で
は
同
字
別
訓
を
多
く
持
つ
も
の
が
下
位
に
あ
る
傾

向
が
あ
っ
た
が
、
他
部
の
調
査
で
は
、
特
に
顕
著
な
傾
向
は
見
出
せ

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ト
篇
内
の
別
訓
の
掲
出
順
位
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

-'-
/'¥ 

古
代
人
名
辞
典
に
お
け
る
用
例

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
(
阿
部
猛
編
/
東
京
堂
出
版
/
N
O
S
、
以

下
「
辞
典
」
)
に
収
録
さ
れ
た
こ
字
名
男
性
二
三
一

O
名
[
注
七
]
(
う

ち
源
氏
五
二
一
名
、
平
氏
三
六
七
名
、
藤
原
氏
一
二
九
七
名
、
橘
氏

一
二
玉
名
)
に
つ
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
『
色
葉
字
類
抄
』

名
字
部
収
録
字
と
の
比
較
調
査
を
行
っ
た
[
注
八
]
。

-
『
色
葉
字
類
抄
』
に
非
掲
載
の
字
・

源
平
藤
橘
に
現
れ
な
い
字
・
氏
に
よ
る
偏
り

辞
典
に
収
録
さ
れ
た
人
名
の
う
ち
「
雨
叡
園
乙
河
海
梶
葛
関
希
古

主
取
純
小
裳
上
世
勢
宣
川
全
大
統
八
発
浜
淵
穂
万
野
鷲
櫨
」
の
字
は
、

字
類
抄
名
字
部
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
本
調
査
の
範
囲

外
で
は
あ
る
が
、
『
色
葉
字
類
抄
』
が
、
奈
良
時
代
の
人
名
に
多
か
っ

た
動
物
(
馬
、
鹿
、
猿
、
虎
、
牛
、
蝦
、
烏
等
)
や
植
物
を
表
す
多

く
の
実
字
を
載
せ
な
い
状
況
か
ら
は
、
編
纂
者
(
橘
忠
兼
)
が
各
氏

の
祖
先
の
名
に
使
用
さ
れ
た
字
を
系
図
か
ら
網
羅
的
に
集
め
た
の
で

は
な
く
、
院
政
期
以
降
に
新
し
く
人
名
を
命
名
す
る
際
に
活
用
出
来

る
宇
(
漢
籍
に
典
拠
・
由
来
の
あ
る
嘉
字
)
を
中
心
に
収
集
し
た
の

で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
字
類
抄
に
採
録
さ
れ
な
が
ら
辞
典
の
源
平
藤
橘
四
氏
の
名

に
現
れ
な
か
っ
た
字
は
「
算
書
念
瀬
佳
浦
義
直
桐
牢
隣
」
等
二
七
五

字
で
あ
る
。
更
に
、
字
類
抄
収
録
字
の
う
ち
源
平
藤
橘
の
い
ず
れ
か

に
偏
る
宇
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
特
定
の
氏
に
対
す
る
顕
著
な
偏
り

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
〔
注
九
]
。

-
「
ト
モ
」
配
当
字

『
色
葉
字
類
抄
』
名
宇
部
で
「
ト
モ
」
に
配
当
さ
れ
た
漢
字
の
う

ち
、
前
掲
[
表
皿
|

1
〕
に
お
い
て
二
訓
以
上
の
当
て
ら
れ
た
「
公

知
朝
寛
誠
」
と
辞
典
採
録
訓
と
の
関
係
を

表
W
〕
に
示
す
[
注
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O
]
。

こ
れ
を
見
る
と
、
先
行
研
究

の
集
大
成
で
あ
る
最
新
の
人
名

辞
典
に
お
い
て
も
、
確
実
に
二

種
に
読
ん
で
い
る
「
朝
」
字
を

除
け
ば
、
他
は
一
種
の
訓
し
か

示
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
「
ト

モ
」
字
の
掲
出
順
位
が
二
位
で

あ
る
「
公
」
字
、
ま
た
下
位
の

「
寛
」
「
誠
」
字
に
つ
い
て
は
「
ト

モ
」
の
訓
さ
え
見
え
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
背
景
に
は
ど

の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
無
論
、
一
つ
に
は
、
適

当
な
訓
を
当
て
て
便
宜
的
に
読

む
し
か
な
い
人
名
研
究
の
現
状

や
限
界
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ず
、
上
位
の
「
公
」
字
を
実
は
「
ト
モ
」

「タ

γ
」
と
読
ん
だ
人
名
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
大
い
に

あ
る
だ
ろ
う
(
例
え
ば
、
〔
表
W
〕
内
の
企
は
同
一
名
の
同
一
人
物
を

別
訓
で
二
重
に
立
項
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
源
朝
任
i

ア
サ
ト
ウ
、

ト
モ
ト
ウ
。
二
重
掲
出
に
つ
い
て
は
後
述
)
。
し
か
し
も
う
一
つ
疑
う

べ
き
点
は
、
二
千
余
名
中
、
殆
ど
あ
る
い
は
全
く
出
現
し
な
い
「
寛
」

「
誠
」
「
比
」
な
ど
の
字
に
、
『
色
葉
宇
類
抄
』
が
そ
れ
ぞ
れ
三
種
も

司.

掲出順 トモ字 訓(辞典) 源 平 藤 橘

2/23 公
キン 3*0 2*0 27*0 6*0 
キミ 1*0 0*2 0*1 

7/23 知 トモ 1*0 6*0 21*1 1-
トモ 4*4 2*1 9ネ1

17/23 朝 アサ 10*0 1-
トモ/アサ 1*0. 

19/23 寛 ヒロ 1*0 
23/23 誠 サネ(ザネ)一 0*1 2*0 一

{子
，....._. 
十〔表lV]源平藤橘におけ

訓
を
配
当
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

四
氏
以
外
も
含
め
、
本
辞
典
以
外
の
古
今
の
人
名
索
引
を
繕
け
ば
、

こ
れ
ら
の
字
、
が
人
名
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
名
字
自
体
の
需
要
は
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
訓
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

容
易
に
確
認
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
調
査
の
延
長
と
し
て
、
『
色
葉
字
類
抄
』
名
宇
部
中
、
最
も
多

い
五
種
の
訓
を
当
て
ら
れ
た
字
と
、
各
訓
内
で
の
掲
出
順
位
を
〔
表

V
〕
に
示
し
た
。
ま
た
、
〔
表
町
〕
と
同
様

に
、
人
名
辞
典
で
の
採
録
訓
の
分
布
を
〔
表

羽
〕
に
示
し
た
。

為 タメ1/1、ナリ6/19、ユキ17/18、シケ7/10、スケ15/17
J懐 チカ10/19、カネ/カヌ3/5、タカ18/22、ツネ8/10、ヤス6/16

光 アノレ1/2、アキフ11/14、アリ5/7、ミツ1/8、ヒコ3/3

至 ヨシ20/30ムネ9/9ノリ45/46、ユキ15/18、ミチ6/13

資 ヨシ21/30、ヨリ3/24、夕"16/31、モト5/10、スケ2/17
方 カタ1/7、ヨリ6/24、ツネ7/10、マサ6/23、ミチ4/13

明 トシ10/18、ノリ25/46、アキフ1/14アキ2/6、ミツ9/9
良 カタ6/7、ヨシ2/30、ナカ5/6、サネ5/7、スケ17/17

〔表V)五訓を持つ字と各訓内の掲出順位

割I(辞典) 源 平 |藤 橘
為 タメ 16牢O 11牢O 42牢O 5中O

カネ l本O 2串l
t懐 ヤス l牢O

チカ O牢I 0*2 

光
ミツ 10本192キ4 13*36 0*2 
テノレ O本l O牢1

至 ムネ/ユキ l牢O

資
スケ 7串6 6*2 28*4 2牢l
ヨリ O本l

カタ 0*7 0*5 O本13
方 マサ 0*3 

カタ/マサ 。ネ2

明
アキ 3牢4 2*2 7*5 
アキフ O牢15 。本10
ヨシ 2*4 3本2 19*8 2牢o I 

良 ナガ 0*1 
」 フ 0*1 

〔表VI)源平藤橘における五訓宇
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〔表
V
〕
に
お
い
て
掲
出
順
位
が
一
位
、
二
位
の
も
の
を
列
挙
す

れ
ば
、
「
為
〈
タ
メ
〉
」
「
光
〈
テ
ル
〉
〈
ミ
ツ
〉
」
「
資
〈
ス
ケ
〉
」
「
方

〈
カ
タ
〉
」
「
明
〈
ア
キ
ラ
〉
〈
ア
キ
〉
」
「
良
〈
ヨ
シ
ご
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
〔
表
羽
〕
と
照
合
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
(
便
宜
的
に
で
あ
れ
)

主
に
読
ま
れ
て
い
る
訓
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、

掲
出
順
位
が
最
下
位
に
近
い
「
為
〈
ユ
キ
)
」
「
懐
〈
タ
カ
〉
」
「
至
〈
ム

ネ
〉
〈
ノ
リ
〉
」
「
明
〈
ミ
ツ
〉
」
「
良
〈
ス
ケ
ご
な
ど
は
「
至
〈
ム
ネ
〉
」

を
含
め
て
も
[
注
一
一
]
確
実
に
読
ま
れ
て
い
る
例
は
な
い
。
こ
の

調
査
結
果
は
、
排
列
規
則
を
知
る
た
め
の
一
つ
の
指
標
と
な
る
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
本
結
果
は
、
名
字
と
し
て
漢
字
と
訓
の
結
び
付
き
の

強
い
語
H
名
字
と
し
て
実
際
に
活
用
さ
れ
得
る
組
み
合
わ
せ
が
排
列

上
位
に
位
置
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
下
位
に
位
置
す
る
と
い
う
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
を
覆
す
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

し
か
し
、
「
ノ
リ
」
に
四
六
字
と
い
う
よ
う
に
、
訓
に
対
し
て
使
用

頻
度
や
定
着
度
の
低
い
漢
字
を
も
多
く
載
せ
る
と
い
う
収
録
態
度
、

ま
た
、
漢
字
の
使
用
頻
度
自
体
の
低
い
「
至
」
な
ど
に
玉
訓
も
与
え

た
意
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
表
面
的
に
は
「
辞
字
部
」
で
も
同
じ
現

象
が
見
ら
れ
る
が
、
意
味
の
類
似
か
ら
文
字
を
集
め
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
「
辞
宇
部
」
を
「
名
宇
部
」
と
並
列
し
て
考
え
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
本
項
冒
頭
で
も
示
し
た
通
り
、
仮
名
引
き
に
よ
っ
て
字
を

求
め
る
体
裁
の
本
書
に
お
い
て
、
「
名
乗
字
」
一
字
を
仮
名
か
ら
求
め

る
需
要
・
音
山
義
と
は
何
処
に
あ
っ
た
の
か
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

七

実
名
敬
避

『
色
葉
字
類
抄
』
の
体
裁
上
、
漢
字
か
ら
そ
の
訓
を
引
け
な
い
た

め
、
名
宇
部
が
既
存
の
人
名
の
読
み
方
を
調
べ
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
部
で
は
な
い
(
少
な
く
と
も
適
し
て
い
な
い
)
こ
と
は
自
ず
か
ら

理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
『
名
字
指
南
』
な
ど
も

「
凡
古
く
よ
り
の
名
字
の
書
と
も
す
べ
て
訓
も
て
の
み
類
衆
し
た
れ

は
捜
索
せ
む
に
わ
つ
ら
は
し
き
事
あ
り
」
(
凡
例
)
と
し
、
訓
引
き
と

画
引
き
の
両
方
を
採
用
し
て
い
る
。

名
字
の
訓
引
き
に
は
、
古
記
録
等
へ
の
他
人
の
名
の
筆
記
の
他
に
、

「
命
名
」
の
際
の
需
要
が
考
え
ら
れ
る
。
単
純
に
新
た
な
実
名
命
名

の
場
面
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
元
服
、
還
俗
、
犯
罪
者
の
改
名

時
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
「
名
前
を
訓
(
訓
み
方
)
か
ら

決
め
、
当
て
る
字
を
探
す
」
と
い
う
手
順
が
通
行
し
て
い
た
の
で
あ

れ
ば
、
当
部
の
よ
う
に
可
能
な
限
り
多
く
の
字
を
掲
載
し
て
利
用
可

能
字
を
充
実
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
よ
う
な
弁
も
成
立
し
な
く
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
全
て
の
貴
族
や
武
士
が
一
々
名
字
の
由
来
や
根
拠
を
求

め
た
と
は
限
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
系
字
・
通
字
」
の
他
の
一

字
を
決
め
る
だ
け
の
手
段
と
し
て
簡
便
な
も
の
を
参
照
し
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
同
訓

字
を
羅
列
す
る
背
景
に
は
、
貴
人
の
実
名
を
敬
避
し
て
改
名
す
る
貴

族
の
風
習
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
も
顕
著
な
例
は
、



「
講
」
の
使
用
敬
避
(
避
講
)
で
あ
る
が
、
該
当
字
を
避
け

て
同
訓
の
別
字
に
改
め
る
、
ま
た
該
当
訓
に
通
じ
る
字
も
全
て
避
け

て
改
名
す
る
場
合
に
、
同
訓
別
字
の
名
字
に
つ
い
て
の
知
識
が
不
可

欠
と
な
る
。
こ
こ
に
、
名
字
だ
け
を
集
め
て
訓
引
き
で
利
用
出
来
る

辞
書
の
需
要
が
発
生
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う

カ 天
皇
の

〔
参
考
〕
貴
人
の
実
名
敬
避
の
例

口
中
納
言
「
忠
雅
」
を
避
け
て
忠
正
↓
忠
員
(
夕
、
ダ
カ
ズ
)
に
(
保

元
物
語
)

口
後
白
河
の
法
名
「
行
真
」
を
避
け
て
行
国
↓
家
種
に
(
平
戸
記
)

口
八

O
代
高
倉
帝
の
時
代
、
六
二
代
村
上
帝
の
皇
子
「
為
平
」
親
王

を
避
け
て
(
賀
茂
)
為
平
↓
邦
平
に
(
兵
範
記
)

口
近
衛
中
将
「
良
経
」
を
避
け
て
(
源
)
義
経
↓
義
行
(
↓
義
顕
)

に
(
玉
葉
・
吾
妻
鏡
)

)¥. 

結
論
と
課
題

以
上
は
、
『
色
葉
字
類
抄
』
各
篇
末
尾
に
位
置
す
る
「
名
字
部
」
に

関
す
る
調
査
結
果
で
あ
る
。
以
下
に
ま
と
め
と
課
題
を
記
す
。

口
名
宇
部
収
録
字
(
同
訓
中
)

の
排
列
に
は
字
類
抄
中
の
他
部
の
排

列
か
ら
の
影
響
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
特
定
の
氏
に
使
用
さ
れ
る
字

に
偏
っ
た
よ
う
な
収
録
状
況
も
窺
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
名
字
部
、
が
何
ら
か
の
目
的
の
た
め
に
字

類
抄
に
加
え
ら
れ
た
、
独
特
の
字
訓
の
集
合
で
あ
る
こ
と
が
裏
付

け
ら
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

口
排
列
の
傾
向
と
し
て
、
上
位
字
は
辞
宇
部
等
他
部
に
同
訓
(
或
い

は
用
言
の
終
止
形
)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
一
般
的
に
漢

字
と
訓
の
結
び
付
き
が
強
く
現
代
の
人
名
辞
典
で
も
大
部
分
を
占

め
る
読
み
方
で
あ
り
、
下
位
字
は
結
び
付
き
が
特
殊
で
辞
典
で
も

確
認
さ
れ
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。

口
一
訓
に
対
し
て
多
字
を
排
し
た
背
景
に
は
「
避
誇
」
の
風
習
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
貴
人
の
実
名
を
避
け

る
た
め
、
改
名
の
際
に
同
訓
字
を
参
照
す
る
、
あ
る
い
は
同
訓
別

字
に
改
め
る
た
め
参
照
す
る
、
な
ど
の
「
同
訓
意
識
」
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
た
。
現
実
に
「
避
誇
」
が
同
訓
字

に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
訓
名
字
へ
の
理
解
は
い
ず

れ
か
の
手
段
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
字
類
抄
編
者
が
「
国
語
辞
書
」
と
も
言
え
る
本
書
に
こ

の
よ
う
な
語
葉
の
収
録
を
行
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
古
記
録
や

和
漢
混
靖
文
中
の
人
名
筆
記
の
需
要
と
併
せ
て
、
な
お
考
え
る
余

地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

口
今
後
の
課
題
と
し
て
、
特
殊
な
訓
を
持
つ
「
名
字
特
有
字
」
各
字

に
つ
い
て
の
典
拠
の
有
無
な
ど
、
更
な
る
調
査
が
必
要
と
な
る
だ
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ろ
う
。
ま
た
、
例
え
ば
『
身
延
山
本
本
朝
文
粋
』
に
「
安
世
〈
ヤ

ス
ヨ
〉
」
「
言
霊
〈
ト
キ
ミ
〉
」
「
相
職
〈
ス
ケ
モ
ト
〉
」
「
緒
嗣
〈
ヲ

ツ
キ
〉
」
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
に
「
晴
雅
〈
ハ
レ
マ
サ
〉
」
「
真
〈
サ

ネ
〉
成
」
「
米
茂
〈
ヨ
ナ
シ
ケ
〉
」
「
吉
仁
〈
ヨ
シ
ヒ
ト
/
タ
ウ
〉
」

「
到
〈
マ
サ
/
ム
ネ
〉
明
〈
キ
ラ
〉
」
等
の
訓
が
見
え
る
が
[
注
一

二
]
、
訓
点
資
料
中
の
人
名
へ
の
振
仮
名
の
有
無
に
、
「
難
訓
」
「
複

数
訓
の
可
能
性
」
な
ど
の
基
準
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
観
点
で

も
人
名
訓
を
追
究
す
べ
き
余
地
が
あ
る
。
無
論
、
中
古
・
中
世
の

人
名
の
正
し
い
読
み
方
を
個
々
人
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
成
果

を
現
代
の
人
名
辞
典
等
に
お
い
て
共
通
理
解
と
す
る
作
業
が
必
須

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

-
同
時
代
の
『
掌
中
歴
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
項
末
に
掲
げ

た
通
り
で
あ
り
、
『
掌
中
歴
』
の
完
本
の
発
見
が
侯
た
れ
る
。

〈
参
考

古
辞
書
に
お
け
る
名
字
収
録
状
況
(
イ
篇
)
〉

※
漢
字
引
き
の
も
の
を
除
く

O
《
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
》

イ
へ
(
家
宅
)
、
イ
ヤ
(
弥
撮
)
、

O
《
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
》

イ
エ
(
家
宅
)
、
イ
ヤ
(
弥
蔵
)
、

O
《
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
》

家
宅
弥
{
取
今
未

O
《
七
巻
本
世
俗
字
類
抄
》

イ
て才

(
今
未
)

イ
て才

(
今
未
)

イ
ヤ
(
弥
蔵
)
、

O
《
十
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄
》

(
家
宅
)
、
イ
ヤ

(
今
未
)

イ
ニ乙

(
家
宅
)
、

イ
て才

イ
.r-... 

弥
議
)

イ
マ

(
今
未
)

O
《
拾
芥
抄
》

イ
ヤ
(
弥
最
未
)
、
イ
ト
(
最
系
)
、
イ
へ
(
家
宅
屋
舎
)
、
イ

ハ
(
岩
石
)
、
イ
チ
(
市
)
、
イ
ル
(
入
)
、
イ
ソ
(
犠
)
、
イ

ナ
(
稲
)
、
イ
キ
(
活
生
)
、
イ
ケ
(
池
)

O
《
名
字
指
南
》
(
文
久
二
年
刊
)

イ
ク
(
活
生
)
、
イ
ケ
(
池
)
、
イ
ケ
ル
(
生
)
、
イ
サ
(
義
勲

功
績
)
、
イ
ソ
(
犠
勲
)
、
イ
タ
ル
(
致
)
、
イ
チ
(
市
)
、
イ

ト
(
系
議
純
文
)
、
イ
ナ
(
稲
)
、
イ
ハ
(
岩
石
)
、
イ
へ
(
屋

家
舎
宅
)
、
イ
マ
(
今
未
)
、
イ
ヤ
(
歳
未
満
)
、
ヰ
ヤ
(
居
)
、

イ
ル

入

に注

=司

増
訂
再
版

古
辞
書
の
研
究
』
(
川
瀬
一
馬
/
雄
松
堂
出
版
/
石
∞
⑦
)

名
字
歴
現
存
い
ろ
は
分
類
の
最
古
の
も
の
な
り
。
(
右
両
部
は
字
類
抄
に

所
引
せ
ら
る
。
)

と
あ
り
(
両
部
と
は
姓
氏
部
と
名
宇
部
の
こ
と
て
字
類
抄
が
『
掌
中
歴
骨
』

の
名
字
(
歴
)
を
踏
襲
し
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
項
末
に
字
類

抄
と
『
掌
中
歴
』
中
の
名
字
の
比
較
を
掲
げ
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
二
書
に
直
接
の
関
係
が
あ
り
、
し
か
も
『
掌
中
歴
』
が
先

行
す
る
と
見
る
に
は
未
だ
に
証
拠
の
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、

本
項
で
は
こ
の
点
を
留
保
し
、
{
子
類
抄
独
自
の
排
列
面
を
中
心
に
検
討
す
る

-13-



こ
と
と
し
た
。
本
調
査
は
、
字
類
抄
と
『
掌
中
歴
』
の
関
係
に
つ
い
て
の
研

究
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
主
ニ
善
為
康
撰
、
保
安
三
、
四
年
(

H

H

N
N
、
=
N
ω
)

噴
成
立
か
、
近
世
の
写
本
(
零
本
、
名
字
歴
を
欠
く
)
の
み
現

存
、
『
二
中
歴
』
(
鎌
倉
時
代
初
期
成
立
か
)
中
に
、
「
掌
中
所
載
」
と
し
て
名

字
語
嚢
を
載
せ
る
。

[
注
二
]
『
貞
丈
雑
記
』
人
名
部
。
ま
た
『
名
字
弁
』
等
あ
る
が
、
未
見
(
『
古

事
類
苑
』
、
豊
田
国
夫
(
呂
∞
∞
)
等
に
引
用
)
。

[
注
一
二
]
築
島
裕
「
法
華
経
単
字
の
和
訓
に
つ
い
て
」
(
北
大
国
語
学
講
座
二
十

周
年
記
念
論
輯
「
辞
書
・
音
義
」
/
巴
∞
叶
)
参
照
。

[
注
四
]
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
/
早
∞
∞
)
。

[
注
玉
]
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
つ
け
ら
れ
た
朱
の
合
点
に
つ
い
て
」
(
「
二
松

学
舎
大
学
論
集
日
年
度
」
/
呂
吋
∞
)

[
注
六
]
な
お
、
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
』
に
は
、
「
偏
」
に
「
ト
モ
カ
一
フ
」
、

「
誠
」
に
「
ト
モ
」
の
訓
が
あ
る
も
の
の
、
「
丈
」
「
那
」
に
は
関
連
訓
が
な

か
っ
た
。

[
注
七
〕
時
代
の
上
限
は
西
暦
八
O
O
年
に
生
存
し
て
い
た
人
物
と
し
、
下
限

は
以
下
全
て
の
掲
載
人
物
(
本
書
凡
例
「
お
よ
そ
鎌
倉
の
源
頼
朝
政
権
の
確

立
頃
ま
で
に
歴
史
上
に
あ
ら
わ
れ
た
者
」
)
と
し
た
。
一
部
、
改
名
等
に
よ
る

同
一
人
物
の
重
複
掲
出
が
あ
る
が
、
重
複
し
て
計
上
し
た
。

[
注
八
]
本
人
名
辞
典
に
提
示
さ
れ
た
人
名
訓
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
後
に
も

述
べ
る
通
り
疑
わ
し
い
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
主
に
用
字
を
収
集
す
る

目
的
で
利
用
し
た
。

〔
注
九
〕
源
l
O
防
壁
猷
自
×
雄
、
平
ー
×
儀
懐
蔭
、
藤
l
O
臣
根
潔
君
宜
岳

衛
陰
因
、
橘
ー
O
情
綿
殖
勢
×
明
方
扶
中
泰
宣
昌
守
嗣
弘
景
興
教
挙
久
規
雅

伊
職
、
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
O
|
主
に
そ
の
氏
の
み
に
見
え
る
字
、
×

ー
他
三
氏
に
は
見
え
る
が
そ
の
氏
に
見
え
な
い
字
。
『
尊
卑
分
脈
』
『
平
安
遺

文
人
名
索
引
』
な
ど
も
参
照
し
た
。
藤
原
氏
O
と
橘
氏
×
の
多
さ
は
母
体
の

大
小
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

[
注
一
O
]
辞
典
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
「
比
」
の
字
を
除
い
た
。

[
注
一
一
]
こ
れ
は
「
源
至
光
」
が
「
ム
ネ
ミ
ツ
」
と
「
ユ
キ
ミ
ツ
」
で
二
重

掲
載
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、
本
人
名
辞
典
で
は
こ
の
よ
う
な
例
が
散
見
さ
れ

る
。
問
題
は
、
各
項
目
の
説
明
が
一
方
は
「
む
ね
み
つ
生
没
年
末
詳
。
父

は
博
雅
(
九
一
八
九
八
O
)
。
長
徳
二
年
(
九
九
六
)
小
内
記
で
蔵
人
に
補

任
さ
る
。
同
四
年
讃
岐
介
に
任
ず
る
。
(
小
右
記
・
権
記
)
」
、
一
方
は
「
ゆ
き

み
つ
生
没
年
未
詳
。
博
雅
(
九
一
八
|
九
八
O
)
の
子
。
従
五
位
下
伯
香

守
。
雅
楽
家
。
父
か
ら
催
馬
楽
を
伝
授
さ
れ
た
。
(
大
日
本
史
料
一
l
l
一
八
)
」

と
項
目
記
述
が
異
な
っ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同
一
人
物
で
あ
る
か
が

不
明
で
あ
る
点
で
あ
る
。
辞
書
編
纂
上
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
歴
史
上

の
人
名
の
「
訓
読
み
」
に
対
す
る
統
一
的
(
便
宜
的
)
基
準
の
な
い
こ
と
か

ら
の
不
備
と
も
言
え
よ
う
。

[
注
一
一
ニ
他
に
も
、
『
大
鏡
』
諸
本
や
『
吾
妻
鏡
(
寛
永
版
)
』
な
ど
、
人
名

に
振
り
仮
名
を
付
し
た
資
料
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
訓
を
網
羅
的
に
採
集
し
中
世
辞
書
類
所
載
の
人
名
訓
と
比
較
を
行
う

こ
と
が
、
次
の
段
階
に
期
待
さ
れ
る
作
業
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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【
掌
中
歴
と
の
関
係
}

以
下
の
表
内
に
、
『
二
中
歴
』
に
「
掌
中
所
載
」
(
『
掌
中
歴
』
の
名

字
歴
)
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
名
字
と
宇
類
抄
の
名
字
の
比
較
を
行
っ

た
。
両
本
で
排
列
の
異
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
字
類
抄
の
排
列
を

正
順
と
し
て
、
『
掌
中
歴
』
の
語
の
左
に
字
類
抄
内
の
掲
出
順
位
を
示

し
た
。
ま
た
、
一
方
の
本
に
特
有
の
文
字
を
口
で
囲
ん
だ
。
『
二
中
歴
』

の
テ
キ
ス
ト
は
『
二
中
歴
三
』
(
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
同
/
八

木
書
庄

/
E
S
)
を
使
用
し
た
。

F一ι←， 掌 ィ__....ー 掌 $ |掌字 |掌字

キト
ト ト ノ、 イ
シ モ /レ '̂-

1 瓦奉公知自1 瓦 ? ? 3 ij¥( 2 7 :ffi 2 
2 ~IJ 3 3 J.j: 3 
4 ~ 4 4 1M 4 
5 fF 5 17 Jii)j 5 ヤ
6 ~ 6 2 ~ 6 ノ、

7 tt 7 6 :!t 7 レ
弥最 弥鼠8 ~ 8 15 A 8 

費日青 舞晴17 ~ 9 16 {$ 9 
10 

11 9 If.~ 11 5 {lii¥ 11 イ
8 M 12 て7

10 sJi 13 11 {~ 13 
メ未寸b、 来ぷ寸与、14 12 W. 14 

15 18 lili 15 
12 .~ 16 21 l::!'. 16 
13 ~ 17 22 g 17 固
14 ~?F:: 18 9 T 18 
15 13 '* 19 
16 19 11. 20 

20 :jjs 21 
23 ~. 22 

23 
圏

掌

時
節
候
辰
岡
閣
官
宗
新
品
目
秋
一
士
一
量
出

三

ヲ

l 遠 l 遠
2 趨 2 !A 
3 遼 3 遼
4 通 4 通
6 玄 5 寛
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仁
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*
掌
中
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、
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ト
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ト
ク
の
順

{
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カ
(
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迩
親
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隣
周
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幾
庶
懐
用
身
朗
子
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司
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弼
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*
字
類
抄
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円
国
と
掌
中
闘
は
同
字
か
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台
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緒
糟
慣
尾
巨
水
)
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カ
(
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)
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雄

緒
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尾

巨
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水
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国
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国

車

問

問

園
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囲

掌

*
掌
中
ヲ
カ
「
皇
」
(
二
字
目
)
の
脚
は
止
」

主
カ
タ
(
方
賢
象
堅
固
良
形
)
カ
ス
(
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敷
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和
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)
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(
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懐
在
該
)
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(
香
芳
馨
)

呈

兼

包

懐

萄

該

図

香

芳

馨

圏

主
カ
ツ
(
勝
国
雄
)
カ
ト
(
門
廉
)
カ
セ
(
風
吹
)

カ
ネ
/
カ
ナ
(
金
鍬
)

カ
ヒ
(
頴
柄
)
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ミ
(
冨
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1
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掌
一
*
掌
中
は
カ
ネ
、
カ
セ
、
カ
ツ
、
カ
ト
、
カ
ヒ
の
順

申
ヨ
シ
(
吉
良
好
義
慶
善
能
瓶
艶
令
嘉
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理
緩
微
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*
字
類
抄
「
曲
」
と
掌
中
「
由
/
典
」
は
同
字
か

*
字
類
抄
「
H
」
は
羽
(
冠
)
+
子

*
掌
中
「
依
」
は
二
箇
所
に
あ
り

申
一
タ
¥
(
忠
直
政
公
膏
渡
正
格
理
砂
位
薫
ヰ
ア
歳
唯
資
身
子
但
只
札
匡
江
兄
帝
念
賢
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縄
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司
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司
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守
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主
忠
直
唯
脊
正
格
政
公
渡
理
陪
位
薫
予
資
身
子
但
只
札
匡
江
兄
守
護

主
ヨ
リ
(
頼
依
資
車
問
院
す
命
麗
可
時
備
盛
岡
革
之
因
擦
適
仇
)

掌
依
頼
因
岡
育
情
寄
品
阻
命
依
一
臆
可
接
適
且
附
幽
時
備
敬
関
有
之
間
同
凶

吉
良
好
義
美
慶
善
能
艶
令
嘉
理
佳
燕
宜
克
圏
淑
柴
綜
微
愛
称
至
資
体
若

由

頼

岡

青

承

問

問

問

同

開

園

1
2
3
4
M
5
6
7
9
同
日
日
目
泊
四
苅

8
口
凶
行
口
円
加
計
泣
お

~ 
寺主

勝
滋
匿

金
繍

F~ 
廉

品

頴
柄

主

連

貫

列

陳

綿

属

国

宜

岡

幽

常

恒

経

懐

毎

鑑

閣

官

方

昔

園

一

1

2

3

5

4

6

7

2

3

1

8

5

6

4

7

9

{
巴
ツ
キ
(
次
継
嗣
続
序
)
ツ
ナ
(
綱
)
ツ
カ
(
家
墓
)

呈

次

継

嗣

績

序

闘

関

岡

野

鳥

回

開

轟

五

嘗

闇

園

*
掌
中
は
ツ
キ
、
ツ
ラ
、
ツ
ル
、
ツ
カ
、
ツ
ネ
、
ツ
ナ
の
順

*
字
類
抄
ツ
ネ
「
縄
」
は
ツ
ナ
と
あ
る
べ
き
か
(
た
だ
し
掌
中
ツ
ナ
に
二
例
あ

り
不
明
)

主
ツ
フ

l 連|武
2 貫|隼
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6 属
7 宜
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造
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岡
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『

JAV

フH
2
J
勺

J

'

』

今

ム

1v

*
掌
中
「
膏
(
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)
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産
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箇
所
に
あ
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宇
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タ
カ
(
高
隆
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卓
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牢
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懐
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8
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5
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7
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日
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門
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円
引
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フ
(
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堪
能
妙
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タ
へ
(
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赫
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メ
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ネ
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)
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6 鎮
7 方
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胤
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種
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業
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平
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就
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)
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岡
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懐
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度
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仲
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猶
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)
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岡
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仲
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猶
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(
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/
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掌
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掌
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、
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ツ
、
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カ
、
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、
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の
順
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ネ
(
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(
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蛍
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縁
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憲
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猷
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縄
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仙
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T
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縄
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/
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b
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刈
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主
ノ
フ
(
延
信
述
順
陳
箭
書
所
別
修
序
叙
暢
正
房
総
命
言
政
誠
櫨
薫
振
内
遥
惟
将

岡
昭

ハリ
I
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叙
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所
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国
岡
阿
幽
命
言
政
誠
腕

薫
振
内
遥
惟
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4
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叩
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A
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司
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ウ
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ム
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興興|ノ

晶町長

~I 長

日z

主
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ス
(
安
保
康
泰
憧
懐
寧
息
休
停
緩
逸
穏
枇
易
縁
)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
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口
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日
刊
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同

ヤ
マ
(
山
)

山
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文

書

牧

藤

冬

生

宝
フ
チ
(
捌
)

星

組

閣

園

間

閣

悶

悶

同

国

間

圏

一
*
掌
中
は
フ
ム
、
フ
ヂ
、
フ
サ
、
フ
ユ
、
フ
、
フ
チ
、
フ
カ
、
フ
ル
の
順

{
ト
コ
レ
(
是
惟
維
斯
伊
之
時
国
官
自
比
繋
)

一

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
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ロ

堂

一

-
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惟

斯

伊

之

時

維

開

聞

開

国

百

紫

品
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岡

国

宮

一

1

2

4

5

6

7

3

H

ロ
叩
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エ
タ
(
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栴
族
僚
)
エ
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兄
柄
)
テ
ル
(
光
照
)
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I
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h

掌

フ
ニL

房冬
総)

維
林フ

警生
重)

成

自

呈
マ
ス
(
益
増
)
マ
ツ
(
松
)

呈

益

増

国

松

一
*
掌
中
は
マ
ス
、
マ
サ
、
マ
夕
、
マ
ツ
の
順

一
*
掌
中
マ
サ
「
直
」
と
字
類
抄
「
真
」
は
同
字
か

主
フ
サ
(
房
総
林
滋
番
重
成
芝
維
)
フ
ム
(
文
投
書
)
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フ
チ
(
藤
)

又
復
加
完
全
也

主
マ
サ
(
正
昌
政
理
允
方
首
雅
匡
ヰ
ア
将
縄
順
番
蔵
幹
縄
開
賢
蔚
審
元
客
)
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1
2
3
4
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8
9
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1
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4
5
6
7
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4
吋
ノ
信
吋
L

皇
正
政
昌
理
雅
芦
将
匡
方
嘗
允
順
普
賢
縄
蔵
蔚
揖
幹
審
元
国
客
固

1
3
2
4
8
刊
日

9
6
7
5
3
4
9
2
5
0
7
6
1
2
3

1
1
1
1
1
2
1
1
2
2
2
 

マ
事

*
掌
中
は
サ
ト
、
サ
ネ
、
サ
タ
の
順

主
キ
(
木
材
興
城
樹
関
有
息
置
起
来
杖
減
酢
甲
矧
)

掌 掌 掌

枝

桐

図

族

傾

国

江

柄

拘

兄

照

光

隅

閣

田

岡

凶

岨

1

4

2

3

2

1
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申

ア

キ

ラ

(

品

早

信

朗

主

回

璽

盛

光

耀

国

竹

ア

キ

(

晶

軍

国

一

1
2
3
4
5
6
7
8
9
川
口
口
日
目

掌

一

旦

困

章

信

朗

詮

顕

著

光

耀

国

竹

秋

蘭

剛

幽

在

一
*
字
類
抄
「
昭
」
と
掌
中
「
照
」
、
字
類
抄
「
高
」
と
掌
中
「
亮
」
は
同
字
か

字
一
ア
リ
(
有
在
茂
満
光
順
照
)
ア
フ
(
合
相
曾
遇
)
ア
ツ
(
厚
篤
敦
淳
)

真
賓
信
基
川
署
良
字

1

3

2

4

7

5
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里
郷
隣
束
識
関
岡
国

*
掌
中
は
ア
キ
ラ
、
ア
キ
、
ア
リ
、
ア
サ
、
ア
フ
、
ア
ユ
、
ア
ツ
の
順

キ
ヨ
(
清
浄
盗
幽
聖
)

定
貞
孟
回
日

サ
ト
(
里
郷
隣
東
識
)

朝 -S
内

4
1
J
a
aマ
/
o
q
J
勾
/

肖
似

*
掌
中
ア
ツ
「
敢
」
「
敦
」
は
同
字
か
(
た
だ
し
こ
例
と
な
り
不
明
)

宝
ア
サ
(
朝
)
サ
ネ
(
真
信
貫
一
誠
良
宇
核
恩
サ
タ
(
定
貞
完
悩
)

1
2
3
4
5
6
7
8
 

ア
ユ
(
肖
似
)

有
在
茂
満
順
光
照

合
相
曾
轟
圏
悶
魁
岸
信
窓
生
得
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
H
ロ
日
同
日
同

木
材
樹
紀
城
興
息
減
酢
甲
規
盛
来
起
置
杖

清
浄

、
山

封口

一1省λl
l喜劇
l'ヨl-F布
|舜|

-

d

a
品
寸
弓
d
f
h
U

1
2
5
7
4
3
0
O
I
l
-
-

2
1
n
u

、.7
今
ん

1
1
1
1
 

主
キ
ミ
(
公
林
君
)

ユ
キ
(
行
之
如
将
由
随
子
往
致
以
通
適
許
起
至
征
為
役
)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
刊
日
口
口

H
M
M
打
目

1
2
3
 

公
園
君
回
林

行
如
往
之
将
国
由
随
子
致
以
通
適
許
起
至
征
為
役

2 

'
l

、3
0
0
勺
4

A
斗

圭
ミ
チ
(
道
通
康
方
達
恩
理
路
陸
僅
困
岡
昭

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

道
通
康
問
岡
阻
方
達
途
路
陸
僅

ミ
(
三
賞
曙
省
阿
宥
覧
観
子
壁
鏡
身
明
見
親
皆
現
臣
)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
u
口
日
日
目
M
山
口
同

充
満
盈
光
三
者
並
明

3
ウ士
3

1・
/
0
7
0
0
Q
J

{
主
ミ
ツ
(
水
)

水

三
賞
子
身
鼎
見
覧
壁
鏡
観
視
省
膳
親
皆
現
臣

1
2
9
口
日
日

7
凶
日

8
6
4
3
日
同
口
問

* 品g.
考主

中ー

ツ|写|

京展|
は
上
工百

連
な
る

ヒ
ラ
(
平
衡
位
救
均
成
牧
行
)

'
a
qム
1
u
A凶

寸
・

3
L
U
7
，。。

1 平
2 衡
5 土匂
3 位
7 牧
6 成
4 救

8 晶

4
I
o
o
n
uノ

ヒ
サ
閃
出

ヒ
卜
(
人
仁
者
)

ま
ヒ
ロ
(
弘
慶
博
照
泰
尋
寛
)

ヒ
テ
(
秀
英
)

弘
贋
博
細
川
泰
尋
寛
悶
闇
閣

図

掌

人
仁
者

秀
英
口

主
ヒ
コ
(
彦
孫
光
)

モ
チ
(
茂
用
以
持
望
荷
住
蔚
膚
将
式
後
申
殖
)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
H
ロ
日
同

彦
孫
光
国

用
以
持
荷
将
望
茂
住
蔚
庸
式
後
申
殖

童

2
3
4
6
m
5
1
7
8
9
日
ロ
日
同

主
モ
ト
(
元
本
職
基
閣
官
奮
昔
話
量
株
)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
同

元
本
基
職
幹
阿
幽
霊
目
撃
株
閑
刷
出
問
岡
国 モ

ロ
(
師
諾
庶
認
度
衆
)

1
2
3
4
5
6
 

.=. 
李乙

師
庶
諸
認
度
衆

-且

2
J
ウ
&
A

守，コ
/
O

'
I
ぺ
4
8品
寸

弓

3
/
O

三
モ
リ
(
守
盛
護
衛
積
)

ス
ケ
(
助
資
輔
惇
相
祐
亮
佐
副
扶
弼
枇
翼
介
為
棟
良
)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
口
口
口

M
日
同
打

助
佐
介
輔
相
祐
昆
野
晶
叫
扶
弼
枇
翼
主
附
図
資

博
回
為
棟

1
8
日

3
5
6
7

掌

守
盛
護
衛
積

9 

0
1
2
3
7
 

1
1
1
1
1
 

4 

15 
16 

{
工
ス
カ
(
菅
)

ス
ミ
(
澄
角
紀
慮
住
栖
維
棲
)

ス
ヱ
(
末
季
)

'
i
弓

4
1
d
A品
ゴ
コ
〆
む
勺
J
0
0

掌

戸主主
国

角
維
岡
市
棲
阿
冨
住
紀
昼
間
凶
出
末
歪
標
抄
叔

今
〆
伽
守
/

6 
8 

1
1
.

、J

吋

J

A斗

*
掌
中
は
ス
ケ
、
ス
ヱ
、
ス
ミ
、
ス
カ
の
順

2 
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右
の
表
か
ら
は
、
以
下
の
こ
と
が
窺
え
る
。

字
類
抄
特
有
字
は
延
べ
四
六
字
で
あ
り
、
『
掌
中
歴
』
特
有
字
は
延

べ
二
七
四
字
で
あ
る
(
同
字
で
あ
る
か
不
明
の
も
の
を
含
む
)
。
こ
の

こ
と
か
ら
、

①
掌
中
歴
↓
字
類
抄
に
抄
録
、

一
部
増
補
、
排
列
改
編

件

ワ

J 

二
中
歴
(
独
自
の
排
列
)

②
種
本
↓
掌
中
歴
↓
二
中
歴
名
字
歴
を
改
編

F

字
類
抄

ト『つ・

③
種
本
↓
原
掌
中
歴
↓
二
中
歴
掲
載
時
に
掌
中
歴
部
分
を
改
編

(
掌
中
所
載
)

r 

件

?

字
類
抄

L→ 

の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
「
右
(
ス
ケ
ど
の
よ

う
な
字
で
、
種
本
に
あ
り
な
が
ら
字
類
抄
が
採
録
を
見
送
っ
た
可
能

性
の
低
い
も
の
が
多
い
こ
と
や
、
そ
も
そ
も
両
本
の
排
列
の
異
な
る

こ
と
か
ら
、
①
の
よ
う
な
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
『
掌
中
歴
』
を
直
接
字
類
抄
が
参
照
し
て
い
る
と
す
る

に
は
よ
り
確
か
な
証
明
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
(
ま
た
も
し
参
照
関

係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
{
子
類
抄
に
よ
る
語
の
取
捨
選
択
と
再
排
列

の
背
景
に
つ
い
て
は
字
類
抄
独
自
の
事
情
と
し
て
研
究
対
象
と
な
り

得
る
)
。
一
方
で
、
右
表
の
う
ち
口
を
付
さ
な
か
っ
た
二
本
共
通
の
語

は
無
視
出
来
な
い
ほ
ど
に
多
く
、
間
接
的
に
で
あ
れ
関
連
の
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
②
③
の
場
合
、
種
本
と
両
本
と
の
聞
に

ど
の
よ
う
な
改
編
が
行
わ
れ
た
か
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
点

が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
『
二
中
歴
』
も
「
名
字
歴
」
を
擁
す
る
が
、
そ
の
排
列
は
例

え
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
り
(
巴
を
付
さ
な
い
も
の
は
三
本
共
通
の
も

の
、
付
す
も
の
は
一
本
に
の
み
存
す
る
か
二
本
に
の
み
共
通
す
る
も

の
で
字
類
抄
と
も
『
掌
中
歴
』
と
も
一
致
せ
ず
、
語
の
取
捨
や
見
出

し
語
の
排
列
の
面
で
も
原
則
と
し
て
異
な
る
場
合
の
多
い
こ
と
が
分

か
る
。

(
字
類
抄
)
ト
モ
(
友
公
奉
倫
圃
共
知
関
阿
国
借
圏
兼
僚
園
伴
朝
問
問
問
阿
国
誠
)

-E
「
4
1
J
A凶
1

戸、d
ぷ
U
勺
j
o
o
n
Y
A
U
-
-
今
4
1
d
A砧

1
3
r
O

守/。。
Q
J
n
U
1
A
ウ
&
丹
市
V

ー

ι
1
A
1
A
1
A
1
A
1
a
'
1
1
4

つfu
づ
企
今
J
M

今
ム

(
掌
中
歴
)

害

自

1
7
3
4
7
2
6
5
6
M
5
8
1
2
8
1
2
9
3
9
0
3
 

-
A
ヲ
ん
ウ
ム

(
4
1
i
1
A
今

L
吋
''M

(
二
中
歴
)

友
倫
圃
僚
共
一
四
奉
知
公
朝
国
借
誠
兼
関
岡
国
伴

4 

す
な
わ
ち
、
「
名
宇
部
」
と
い
う
部
立
て
の
着
想
の
原
点
に
つ
い
て

は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
各
辞
書
に
お
い
て
独
自
の
語
の
取
捨
/
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/
平
成
二
二
年
一

O
月
一
七
日
)
の
発
表
原
稿
の
一
部
に
加
筆
修
正
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。

つ山

改
編
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
わ
せ
て
排
列
(
あ
る
い
は
排

列
を
踏
襲
)
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
事
実
で

あ
る
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
『
掌
中
歴
』
は
『
二
中
歴
』
の

材
料
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
間
の
関
係
は
、
字

類
抄
と
『
掌
中
歴
』
と
よ
り
も
薄
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

[
付
記
〕

-
本
稿
は
、
第
一

O
三
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
(
於
東
京
大
学
山
上
会
館

-
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
近
藤
成
一
先
生
か
ら
御
教
授
を
賜
っ
た
。
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。

-
先
行
研
究
の
引
用
、
書
籍
名
等
で
、
旧
{
子
を
通
行
字
に
改
め
た
場
合
の
あ
る

こ
と
を
、
お
断
り
す
る
。

-
本
研
究
は
、
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(
ふ
じ
も
と

あ
か
り

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・

P
D
)


